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第三次川越市保健医療計画進行管理について 
 

１ 施策評価結果 

第三次川越市保健医療計画は２２施策で構成されており、進行管理では、施策

毎に「必要性」や指標の「達成度」を踏まえ、今後の取組の方向性を整理するこ

ととしています。 

令和６年度は、令和７年３月３１日時点の情報をもとに評価し、２２施策のう

ち５施策において、必要性の上昇や達成度が順調でない状況から、今後実施方法

を見直し、成果を高める改善に努める必要があると考えています。 

 

○総括表 

 

 

 

 

【評価の視点：必要性】 
 

上 昇 社会的関心やニーズが高まる、国が法改正等を行うなど、必要性が前年度と比較して高まって

おり、成果の拡充が求められる社会状況。 

維 持 必要性が前年度と比較して変わらない状況。 

低 下 社会的関心やニーズが薄れる、民間で多く実施され市が関与する意義が薄れてきているなど、

必要性が前年度と比較して低くなっている状況。 

  ※「必要性」は、前年度と比較した必要性の変化を選択するものであり、「救急医療だから必要性が高い」など、絶対的な

必要性の高低で捉えない。 

  ※必要性が高まることは、「方向性」の「拡充」や、「実施方法」の「見直し」につなげる必要がある。 

 

【評価の視点：達成度】 
 

「施策の指標」がある場合は定量的に分析し、無い場合は「施策を取り巻く社会環境の変化」等から定性的に

分析する。 
 

順 調 指標が順調に推移している状況。指標が無い場合は、必要な取組が着実に行われている状

況。 

概ね順調 指標が遅れてはいるものの、基準値より改善が見られる状況。指標が無い場合は、必要な

取組が概ね予定どおり行われている状況。 

順調でない 指標が計画当初より後退している状況。指標が無い場合は、必要な事業が予定どおり実施

できていない状況。 

  ※達成度が順調でない場合、市の取組に関わらず、社会的影響を受けている場合があるので、社会環境の変化などからも

要因を分析する必要がある。 

  ※達成度が順調でない場合、「実施方法」の「見直し」につなげる必要がある。 

 

【評価の視点：方向性】 
 

拡 充 主に「必要性」で「上昇」と評価された場合、方向性は「拡充」となる。 

維 持 主に「必要性」で「維持」と評価された場合、方向性は「維持」となる。 

縮 小 主に「必要性」で「低下」と評価された場合、方向性は「縮小」となる。 

  ※「拡充」は成果の拡充（前年度よりも多くの成果を出す）を意味し、単に予算や人員の増を指すものではない。 

 

【評価の視点：実施方法】 
 

継 続 主に「方向性」が「維持」の場合に「継続」となる。なお、成果を維持しながら効率性を高

める場合は「見直し」となる。 

見直し 主に「方向性」で「拡充」または「縮小」の場合に「見直し」となり、方向性に沿って必要

な見直しを行う。 

  ※「実施方法」については、「方向性」等に関わらず、常に、成果を維持しながら、予算や労力の縮小を行うなど、効率性

を重視した「見直し」を検討する必要がある。 

  ※「見直し」には、民間活用など、市の関わり方に関する「見直し」も含む。 

  ※「見直し」にあたっては、予算を増やさず、成果を高める方法を検討し、予算を増やす場合は、歳入増や他事業の縮小

などと一体的に考える必要がある。 

 

基本

目標

主要

課題
必要性 達成度 方向性 実施方法

1 1 1 保健衛生施設の機能充実 維持 概ね順調 維持 継続

1 1 2 検査機能の充実 維持 概ね順調 維持 継続

1 2 1 精神保健対策の推進 維持 順調 維持 継続

1 2 2 感染症予防対策の推進 維持 順調 維持 継続

1 3 1 食の安全の確保 維持 概ね順調 維持 継続

1 3 2 衛生的な住環境の確保 維持 概ね順調 維持 継続

2 1 1 予防接種の推進 上昇 概ね順調 拡充 見直し

2 2 1 母子保健の充実 上昇 概ね順調 拡充 見直し

2 3 1 健康づくりの支援 維持 概ね順調 維持 継続

2 3 2 食育の推進 維持 概ね順調 維持 継続

2 3 3 歯科口腔保健の充実 維持 順調 維持 継続

2 3 4 特定健康診査等の実施 維持 順調でない 維持 見直し

2 3 5 がん検診等の実施 維持 順調 維持 継続

3 1 1 地域医療の基盤づくり 上昇 概ね順調 拡充 見直し

3 1 2 医療の安全確保 維持 順調 維持 継続

3 2 1 救急医療体制の整備 上昇 概ね順調 拡充 見直し

3 2 2 災害時医療体制の整備 維持 概ね順調 維持 継続

3 3 1 障害者医療の充実 維持 概ね順調 維持 継続

3 3 2 母子医療の充実 維持 順調 維持 継続

3 3 3 難病対策 維持 順調 維持 継続

4 1 1 国民健康保険制度の健全な運営 維持 概ね順調 維持 継続

4 1 2 後期高齢者医療制度の円滑な運用 維持 順調 維持 継続

施　　　　策
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２ 実施方法が「見直し」となった５施策の要因と今後の取組 

※全施策（22 施策）の評価内容は、「参考１ 第三次川越市保健医療計画施策評価報告書（令

和 6年度）」でご確認ください。 

施策 施策 

中心課 

「見直し」となった要因 今後の取組 

2-1-1 

予防接

種の推

進 

健 康 管

理課 

〇必要性が「上昇」 

・予防接種法等に基づき、新たに

定期接種化されることになる

帯状疱疹を含む高齢者等を対

象とした予防接種を行う必要

があるため。 

・帯状疱疹が新たに定期接種化されることに伴い、

接種体制を構築する。 

 他の予防接種は、引き続き国の動向を注視しなが

ら現状の施策に継続して取り組む。 

2-2-1 

母子保

健の充

実 

母 子 保

健課 

〇必要性が「上昇」 

・国が進めるこども政策の抜本的

強化等への対応を目的として、

妊娠期から子育て期にわたる

切れ目ない支援体制を整備す

る必要があるため。 

 また、伴走型支援の拡充が求め

られているため。 

・国が進めるこども政策の抜本的

強化等への対応を目的として、

妊産婦の不安の軽減と孤立感

の解消を図る必要があるため。 

 また、産前・産後ケアの拡充が

求められているため。 

・母子保健の充実として、妊娠・

出産に主眼を置いたプレコン

セプションケアの推進が求め

られているため。 

・妊産婦の不安の軽減と孤立感の解消、子どもの健

全育成、保護者の育児不安の解消のため、工夫を

しながら妊娠期から子育て期にわたる切れ目な

い支援体制の整備を図っていく。 

・国が進めるこども政策の抜本強化等に対応するた

め、「産後ケア事業（ロング型）」を開始するとと

もに、「産後ケア事業」の委託事業者を市外まで拡

充する。 

・プレコンセプションケアの着実な推進のため、母

子保健の充実として妊娠・出産に主眼を置いたプ

レコンセプションケア事業に取り組む。 

2-3-4 

特定健

康診査

等の実

施 

国 民 健

康 保 険

課 

〇達成度が「順調でない」 

・特定保健指導実施率の令和６年

度の速報値は４．４%であり、昨

年同時期の実績値と比較して低

い状況にある（R6.5:6.1%）。対象

者には、個別に電話での参加勧

奨を行っているが低い状況にあ

るため。 

・川越市国民健康保険第３期保健事業等実施計画

（データヘルス計画）を令和６年度より開始して

いる。特定健康診査等の実施について、目標値達

成に向け、第３期計画にある各種事業に取り組ん

でいく。 

※１１月頃に確定する実績値をもって、改めて評価

を行います。 

 
 

施策 施策 

中心課 

「見直し」となった要因 今後の取組 

3-1-1 

地域医

療の基

盤づく

り 

保健医

療推進

課 

〇必要性が「上昇」 

・看護師等の不足が課題となってお

り、看護師等の養成・確保に繋が

るように、引き続き看護師学校養

成所等に補助を行う必要がある。 

・疾病構造の変化、高齢化の進展に

伴い、自宅や地域で必要な医療を

受けられる在宅医療のニーズの

増加が見込まれており、市民に在

宅医療を周知し、理解を深めても

らう必要がある。 

 国において、新たな地域医療構想

について市町村の役割が示され

たため、対応を検討する必要があ

る。 

・市立学校等に看護師学校養成所等

の情報や、県の奨学金・就学資金等

の制度の周知・啓発を行う。 

・新たな地域医療構想に関すると

りまとめで示された市町村の役割

について、関係機関と連携しつつ対

応を検討する。 

3-2-1 

救急医

療体制

の整備 

保健医

療推進

課 

〇必要性が「上昇」 

・市立小中学校に設置している

ＡＥＤについて、市立小中学校

や地元自治会等から、学校開放

等の校舎施錠時にも使用でき

る環境整備を求められている

ため。 

・令和８年１月末でＡＥＤ１４４台

の再リース契約期限が満了するこ

とから、入替の手続きを進める。 

市立小中学校に設置しているＡＥ

Ｄについて、市立小中学校や地元自

治会等から、校舎施錠時にも使用で

きる環境整備を求められているた

め、改善策を検討する。 


